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１．インターン先大学での研究内容 

私は、ラボでは、PhD 課程 6 年目の Zeyu とポスドク 1 年目の Abhishek の二人のメンターについてもら

い、「Twisted Bilayer Graphen(TBG, ねじれ二層グラフェン）」に関する研究を中心にして、3 つに大別され

る研究を行いました。これらの研究はそれぞれ最終的には関連しており、1 つは実験系、1 つは計測系の構

築、1 つは理論系の計算、という形です。それぞれ、メンターや他のチームメンバーと協力しながらも独

立して作業する部分が多くあり、共同研究しているという形式でした。TBG の研究では、10mK 未満に冷

やすための希釈冷凍機などの大規模設備を使用するためにも複数人で協力して行う形式が本研究室では一

般的です。この TBG を始めとして研究室が得意としている分野

は、Quantum Physics, Condensed Matter, Topological Matter, 

Superconductivity などが挙げられ、非常に競争の激しい分野だと

感じていました。 

 

米国での研究環境 

米国での研究環境について申し上げます。まず、研究室のハード

的な環境に関して。個人的には驚くほど心地よく、日々の感涙ポ

イントでした。Kim Lab のオフィス（居室）と実験室は、

Nanotechnology 系の実験系研究室が集まっている LISE ビルディ

ングの、4 階全体に加えて、3~6 階の各所にオフィスや共同研究

を行う研究室と共有する実験設備が点在しています。PhD 生は 4

階に、ポスドクは 3 階にオフィスがあります。私のデスクは、空

席がそこにしかなかった関係で 3 階のポスドクルームの Abhishek

の真後ろの席でした！いつでもコミュニケーションが取れるので幸せでした。4 階のオフィスと実験スペ

ースの間に、ホワイトボードが壁面に備わったソファの団欒スペースがありました。団欒スペースの真ん

中には、流し、珈琲マシン、給湯器、冷蔵庫、お菓子、レンジ、戸棚と、大きな PC があり、基本的に誰

かがそのスペースでまったりしたり、議論しています。他の研究室の人もよく遊びに来る場所で、休憩す

る体で、色んな人の議論に入り込むことができます。珈琲は複数の本格的な豆からインスタントまで、お

茶も世界中のものが、お菓子も頻繁に補充されていて、幸せスペースです。 

実験スペースとしては、基本的にこの 4 階で、グラフェン等の「剥離」や、デバイスの「積層」など、研

究室に固有の作業を行います。これに加えて、地下 1 階の一帯を占める、大学共有の、The Center of 

Nanoscale System(CNS)と呼ばれるクリーンルームで、地下 2 階の計測機器の点在する部屋などで、大規模

な機器などを使ったデバイス作製や計測を行います。クリーンルームは、50m×100m ほどの規模で相当大

きく、24 時間稼働しています。クリーンルームはこれに加えて、少し離れた建物群にバイオ系やイメージ

ング系など用途の異なる二つの大規模なクリーンルームがあります。CNS に関してはまた後で詳しく述べ

ます。 



 

次に、ソフト的な環境についてお話します。Kim Lab に所属している研究者は、PhD 課程に 13 名、ポスド

クが 6 名で、そこにハーバードや他大学の学部生や PhD 生などの研究生が数名来ているという規模感で

す。 

研究室のイベントとしては、毎週のグループミーティングで PhD 生以上が 2 時間の研究発表を行う他、隔

週のサブグループミーティングでテーマごとのグループ（8 名程度)に分かれたサブグループミーティング

で個々が進捗を報告します。グループミーティング後には、ソファ団欒スペースで、ご飯担当の人が好み

のケータリングを頼んであるので、皆で食べながら進捗を報告しあいます。ケンブリッジ中の美味しい料

理が来ます...。これに加えて PI の Philip が、研究チーム(3~4 人)毎に居室に呼ぶミーティングが不定期です

がかなり頻繁にあります。Philip は、グループミーティングやその他のセミナーでも実験機器のセットアッ

プから議論の何から何に至るまで率先してサポーティブであり、研究室メンバーから厚い信頼をよせられ

る先生です。どのようなテーマに関しても黒板に書き込みながら鋭く洞察し、温かくサポートして下さる

そのスタイルだからこそ、私も安心して研究に打ち込むことが出来ています。例えば、私自身、デバイス

作製の経験が少ない中でクリーンルームは利用しない可能性が高いという風にお話を頂いていたのです

が、1 対 1 ミーティングでの議論に丁寧に付き合って下さったことに加えて、研究の進捗とメンターの後

押しを見て CNS の利用をアクセプトして下さった柔軟さにも深く感謝しております。 

 

 

次に、他研究者との交流についてお話します。物理学科の建物群は隣接しているだけでも 4 つあるのです

が、ユニークな点は、それらが空中回廊や階段、地下通路などで接続していて、入り組んでいる点です。

LISE ビルディング以外の建物には、例えば物理系の中でも理論系や分野の異なる実験系の研究室がありま

す。毎日のように、アメリカや世界中のインパクトのある研究者のセミナーがあり、そのセミナーの開催

場所を求め、建物群を探し回る必要があります。昼食時間も重なる場合には学科からランチボックスや飲

み物も配られて、実験の方法や工夫など論文にはあまり載らない部分に関しても相談できます。皆、かな

りぐいぐい自分の研究の行き詰っている点をオープンにしたり、相手の研究の核心的な部分に突っ込むの

で、初め驚きました。普段、競合している研究者とこのように親密にコミュニケーションを取ることが出

来る場があるのは、緊張感もありながら、モチベーションをかきたてられる機会だと感じ、自分は凄く好

きです。その他にも、様々なランチセッションやピザパーティなどが毎週のように開かれていて、物理系

の研究者と話しながら昼夕食を調達する機会に恵まれています。このように、共同研究や情報共有を行い

やすい場だからこそ、情報開示とのバランスを取る必要があり、Abhishek はそのような点に関しても歯に

衣着せず話してくれるので勉強になります。 

研究設備 

個人的に、クリーンルームは垂涎でした。 



普段、所属する東京大学の染谷・横田・李研究室のクリーンルームは機械も大変充実していてとても綺麗

で、

大変お世話になっているのですが、ハーバードのクリーンルームは、このクリーンルームに加えて大学中

のクリーンルームの設備を集めたというような形式で、ナノファブリケーションを行う上で最低限必要な

機械の最高峰があるというような形でした。更に驚いたのは、総勢 30 名以上のクリーンルーム専属の技術

者がおり、毎日それぞれの機械の整備と、それらの機械を使用するためのトレーニング講座を開いてお

り、このトレーニング講座を終えた後も、いつでも相談にのって下さるということです。しかしこのよう

に恵まれた施設を利用するためには、入室料が 1 時間＄30（1 日最大＄90)で、それに加えて機械の利用料

が例えば ELIONIX 社の E-beam lithography のための機械を使うとなると 1 時間あたり＄60 かかります。こ

れは、ハーバード内部向けの料金で、例えば企業の研究者が使用する場合、その 6 倍程度の利用料で

す...。 

使用料は外部公開されているので、参考までに添付いたします。

https://cns1.rc.fas.harvard.edu/documents/2018/06/cns-consolidated-rate-sheet.pdf 

自分が PI だとしたら 20 名以上の所属研究者の CNS の利用料を Afford するんだ...と震えながら、入室する

際には何回も作業を確認したうえで、テクニシャンや PI を始め様々な関係者への感謝の気持ちを持って、

利用させて頂いています。また、これと同時に、東大の所属研究室で、クリーンルームや計測機器を自由

に使わせて頂き、機械を目の前にしながら自由に色々考えて試行錯誤できる環境は恵まれているのだと改

めて感じました。そして今自分がハーバードのクリーンルームで大きなミスや事故を起こさずに済んでい

るのは、所属する研究室で先輩方や同輩に、丁寧に面倒を見てきてもらったからなんだと感じています。 

 

 

２．アドバンストプログラムで習得したもの 



日米の研究環境の違いや、文化・生活での発見や苦労に関して、中間レポートでも細かく書いたのです

が、「報告書」という形式ではなく「ニュース、一報」という感じで読んで下さった方が少なかったとご指

摘を受けたので、こちらにも含めてご報告いたします。 

危機管理 

まず、今回、夏の報告書では含めなかった米国での危機管理についてご報告いたします。 

マサチューセッツ州の中で、ハーバードが位置するケンブリッジ、私が住んでいたサマービル、そして川

保挟んで向こう側のボストンは、全米の中では比較的治安のいい地域と言われていました。特に、ケンブ

リッジとサマービルは、駅から離れていることもあり、大学施設と大きな一軒家が立ち並んで景観も綺麗

な地域でした。私が住んでいたサマービルの中でも、グリーンラインとレッドラインの駅の近くは少しが

やがやとして、shady な感じがしていたので夜間には近づかないようにしていました。基本的には、大学

と家の往復と、土日の昼間にグリーンラインに乗って市場に買い出しにいくことしかしていないので、大

きな危険には遭いませんでした。唯一、引っ越しをしている際に、Uber が事故を起こして、後部座席に乗

っていた私は軽度の打ち身を患いましたが、大事には至りませんでした。 

日々 

実験的な作業やその理論的背景は、基本的に Zeyu に教えてもらっていました。Zeyu は、真摯で実直でと

ても優しく、物理の理論的理解が優れていて、計測機器の理解も豊富で、こんなに素敵なメンターがいる

のか、と日々思っています。実験に関係すること以外にも、米国内外の社会問題やお互いにこれまでやこ

れからのキャリアなど幅広いテーマで、丁寧に議論しながら共感しあうことが出来、深く信頼できます。

毎週土曜午前は、Harvard Physics のメンバーが 15 名程集まってグラウンドでサッカーをするのですが、

Zeyu とはそこでも仲良くなることが出来ています。 

もう一人のメンターの Abhishek は、インドの大学を出て、コペンハーゲンの Big Tech の基礎研究所でジョ

セフソン接合を研究した上で Kim Lab に来た異色の経歴の持ち主で、知識と経験値が深く幅広いだけでな

く、ユーモアやジョークも豊かで、私をよくからかってきます。グループミーティングは、異なるサブグ

ループのテーマだと守備範囲外で理解が不足することが多いとされていますが、Abhishek はどんなテーマ

でも切り込むことができ、とても心強いです。 

普段の私の研究的な日常は 7 時頃に起床し、家事や朝昼夕食を作り、9～10 時にバスや電車で 15 分程かけ

て登研して、始まります。眠いのですが、ボストンの 5 月は 20 度程度とよく晴れてとても気持ちがいいで

す！午前は人が少ないので機器の予約が空いていることが多く、他のメンバーと重なりやすい積層などの

デバイス作製を行います。お昼時は研究室メンバーと雑談する息抜き時間です。途中でシエスタ！やおや

つ、夕食を挟みながら、夜 22 時頃まで実験室に居ます。家に帰って論文や基礎的な勉強をして就寝し、深

夜に起きて日本の大学の講義を受けながら課題を終わらせて、また寝るというルーティンです。サッカー

のある土日の午前以外は研究室にいるのですが、Zeyu を筆頭におそらく PhD 生の多くが似たような生活

だと思います。 

Kim Lab のラボメンは機知に富んでいて優しく温かい人ばかりで、なぜこんなに雰囲気がいいんだ...と日々



文字通り涙を流しそうになっています。皆の研究姿勢の凄さに関して述べるには紙面が足りないので驚い

た日常の話をすると、全員が何らかの運動や趣味に情熱的に打ち込んでいるということです。ジャズバン

ド、スイーツづくり、陸上、水泳、マラソン、ハイキング、サッカー、バレエなど多様で、Thao さん曰く

「何らかの趣味が見つけないとここでの PhD はやっていけないよ」とのことでした。趣味は何かと聞かれ

て考えると、私はサッカーとバスケに加えて、後述するように料理が大好きです。なのですが、イタリア

系アメリカ人の James の食への情熱は凄まじく、敵わないかもしれないと思いました。（James のおばあ

ちゃんのシシリア風トマトパスタが絶品らしいです！）プエルトルコ人の Andrés も、南米系の料理が美味

しいお店に誘ってくれたり、実験中には必ず声をかけてくれるなど面倒を見てくれます。ラボメン全員が

何かしらでサポートしてくれたり、温かく声をかけてくれるので、居心地がいいです。などと話すと、

Abhishek は「周りの人が全員 nice に感じたら、それは自分が opposite なんだよ」という saying を引用し

てくるのですが...。気を引き締めます。 

買い物は、ボストンは「お肉以外の物価が、スイスや世界のどこと比べても 50%程度高い」(インド、スイ

ス出身のラボメンバー談）と言われるほどで、安い地元のスーパー（我らが Market Basket）でもリンゴ一

個で＄2.5、ブルーベリー1 パック＄4 ほどするので、果物や野菜の購入に躊躇してしまいます。ただ、4

月に入ってから、金土曜に Haymarket という港近くで開かれる朝市で、ブルーベリー＄1.5 ほどで購入で

きるということを学んでからは、土曜のサッカー後に自転車をこいで山のように果物と野菜を担いで帰っ

ています。 

このように書いていると、折角ボストンにアメリカにいるのに、その文化や幅広い人と交流する機会を逸

しているのではないか、というような感覚もあるかもしれません。ですが、旅行やデイトリップは、夏の

ジョージア工科大学でのプログラムで友人や先輩方に恵まれてかなり幅広く経験できている分、ハーバー

ドでは、中谷医工計測技術振興財団、所属研究室、Kim Lab、家族や友人の多大なサポートの中で、この環

境に身を置かせて貰っている感謝と責任と重圧を、これまでの日々を経てより強く重く感じています。そ

して、ボストンには必ず研究者としてまたやってくるんだ、という自信を持って、研究に集中していま

す。 

このように研究に出来る範囲で集中する中でも、ハーバード医学部の花井先生や井手先生、Mayor Clinic の

樺先生を始めとする先生方、など医学系工学系の研究者や、高校時代の友人の紹介でボストンの音楽家の

方々、ボストン日本人研究者会にて幅広い分野の研究者にお会いすることが叶い、大変充実しておりま

す。 

 

３．本プログラムに参加の成果・意義・感謝 

本プログラムに参加した意義として、世界で今ホットな分野の、PhD 生を含んだ研究者たちがどのような

日常の中で、研究に打ち込んでいるのかを知ることが出来ました。何に時間を使って、どのように家族や

親しい人との時間を過ごして、どのようにメンタルをキープしているのか、ということを知り、刺激を受

けました。更に、研究室で直接的に関わるメンターからのサポートはこれまで述べたように勿論のこと、



その他のサポートにとても助けられていることにも気づき、そのサポートへの感謝も申し上げたいと思い

ます。 

まず第一に、中谷医工計測技術振興財団の関係者の皆様に感謝を申し上げます。量子物理の実験系のど真

ん中の経歴のない私が、本分野で世界で最先端の研究を行う Kim Lab に 3 か月滞在出来るのは、これまで

その繋がりと信頼を育てて来てくださったこと、そして生活と研究に不安を感じないために十分すぎるほ

どの支援を頂いているからこそです。その期待にこたえるべく残りの日々もその後の将来も、多くの研究

に貢献できる研究者になれるように邁進してまいります。 

第二に、東大の所属研究室の横田先生と李先生には、毎週のように Weekly Meeting を zoom で開いて頂い

ております。最初、議論の内容や実験機器があまりに高度に感じ、研究室に打ち解けられるから不安だっ

た時には「とりあえずメンターのいるところにくっついていってみよう」などとアドバイスを頂き、PC や

PCBM など有機材料の条件を調整しながら積層構造を作る際の粘着性をコントロールする際などにはアイ

ディアを頂き、理論的計算で苦しんでいる際には整理にも付き合って頂き、多大なサポートを頂いており

ます。また、染谷先生、多川さん、池ケ谷さん、山﨑さん、Theo さん、Sukman さん、奥田さんを始め研

究室の皆様には、毎週の Group Meeting だけでなく、渡航前後の準備段階から大変お世話になっておりま

す。 

次に、ボストン在住でハーバード医学部所属の花井先生と井手先生には、研究開始前と開始してからも、

研究室で行き詰ったときの心構えや対策などに加えて、生活のための知恵など幅広い面でお世話になって

おります。「議論に入らなければ存在しないのと同じになってしまう」「議論が分からなかった時には自分

なりに整理して後で聞きに行く」「実験をしながら、理論を勉強しなきゃいけない、アイディアでも存在感

を出せるように」など、どのような困難をどのように乗り越えてきたのか、というお話とともに伺うこと

が出来、まさに金言です。 

更に、4 月に U.S. News Best Hospitals の多くの部門で一位を取っているロチェスターの Mayor Clinic を訪

れた際には、招待してくれた友人に加え、樺先生、佐藤先生、北潟谷先生を始め医・工学系の研究者の

方々には大変お世話になり、その後も継続的にサポートを頂いております。 

また、大学の友人や、Nakatani RIES 2022 JP フェローの皆にも支えて頂いております。アーヘン、ブレー

メン、デイビス、アトランタ、京都、大阪、東京などのそれぞれの場所で自分のやりたいことに打ち込ん

でいる皆の近況を知らせてくれるからこそ、私も孤独を全く感じることがないだけでなく、いつも隣で頑

張っているように感じています。特にあるメンバーには、低次元半導体と分野が重なっていることもあ

り、毎週のように、計測機器やその背景、関連テーマなどに関して互いの理解を壁打ちしあう相手になっ

て頂きました。 



 

４．その他 

結び 

結びとして、研究者としての道、に関する自分の思いを考えてみました。 

私は 4 歳から 1 年に渡り親の仕事の関係でボストンに滞在していたのですが、物心ついたばかりの自分が

印象的に覚えているのは、小学校で多様なルーツを持つ友人らの文化的背景とのインタラクションを感じ

ながらわくわくしていたこと、-20℃ほどの極寒で雪が積もった旧市街の赤煉瓦の美しさ、です。当時、

「ハーバード大学の銅像の靴を触ると、もう一度この場所に戻ってこれる（＝ハーバード大学に入学でき

る）」と言われて、「撫でたから戻ってこられるかな」と幼心に思い込んでいたですが、高校生になった頃

には、自分は日本からアメリカに飛び立ってハーバードを受験するほどの強みも勇気もないのだと、気づ

かされたように思っていました、凡人なのだからと。でも、以来、様々な地域の様々な方にお世話にな

り、「やりたいなって思ったことを大事にしていい」「それが本当にやりたいことかどうかは、やってみて

確認したらいい」というように夢を探し続けられるマインドになり、そして中谷医工計測技術振興財団の

Nakatani RIES と ARIP が気づかせてくれたのは、「研究者というのは多様な要素が求められながら何が功を

奏するか分からない仕事であり、向いてるかもしれないし向いてないかもしれない。でも取りあえずやっ

てみればいいんだ」ということです。ですが、このチャレンジするということを、日本からアメリカに渡

って行うことは、私一人の力や持ち得るものでは到底出来ないことです。、中谷医工計測技術振興財団、

Kim Lab と染谷・横田・李研究室の皆様、家族、友人など多くの人に多くの助けを受けながら、やっと実

現しております。そして、そのご恩や頂いた期待は決して返せないほど、大きく深く重いものであるばか

りか、ご迷惑をおかけしてしまうことの方が多いかと思います。そんな若輩者の私ですが、そのご恩や期

待に少しずつ報いることが出来るように、日々歩みを止めず邁進してまいります。どうぞ今後ともよろし

くお願い申し上げます。 

 


